
     

                           
 
                                                               

 

新年度に向けての準備 
                                                      校長 小林 理人 
 

２月４日は立春、春の始まりです。厳しい寒さが続いていますが梅のつぼみも膨らみ始め 

春を迎える準備が始まっています。そして、学校でも新年度に向けて準備を進めるととも

に、現状を踏まえた予定の変更を行い、子供たちが安心して生活できるようにします。 

活動内容、方法の工夫 

３学期になり感染力の強いオミクロン株への置き換わりにより感染者数が急激に増加し、子供たち

の感染への不安やストレスが高まっているのを感じています。２月は予定していた創立７０周年記念

式典の実施方法を紙面開催とするなど、感染リスクの高い活動の内容や方法を見直し、活動の仕方を

工夫して行い、１年間のまとめや新学期に向けての準備を進めていきます。 

学校生活アンケート結果を踏まえた計画 

学校にとっての準備は新年度の計画づくりです。今年度もコロナ禍の継続により学校の様子をお伝

えすることが難しい中、保護者の皆様には学校生活アンケートにご協力をいただきました。また、自

由記述の中では、子供たちや私たち教職員に対してたくさんの温かい励ましや労いの言葉をいただき

ました。この場をお借りして感謝申し上げます。そして、皆様からいただいた貴重なご意見を来年度

の計画づくりに活かしていきます。皆様にご協力いただいたアンケート結果については、子供たちを

対象にしたアンケート結果とともに別紙にまとめましたのでご覧ください。 

子供たちの思いを受け止めた指導、組織 

また、子供たちを対象に行っている「学校生活をさらに楽しくするための調査」も新年度の計画づ

くりにつながる大切な調査です。私たちはこの調査を子供たちの実態把握だけではなく、私たちの指

導の在り方や学校の体制等を振り返り、新年度の計画や指導改善に活かしています。 

６月と１１月に実施したアンケートでは合計８４人からいじめにつながる可能性がある回答があり

ました。また、１２月に実施したアンケートでは１１人から教員等の指導に対して不安や不満の回答

がありました。こうした子供には担任を中心に私を含めた全教員が対応に当たり、不安や不満がある

子供の話を聞いて、場合によっては保護者の皆様にもご協力をいただき解決にあたっています。私た

ちはこのような調査で明らかになった問題を速やかな解決に努めるとともに、このような問題を予防

する指導計画や体制を考え、計画づくりを進めています。 
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書き初め展 
今週は書き初め展がありました。保護者の皆様に子供たちの作品を通して新年の決意や１年間の成

長をお伝えできたことを嬉しく思います。感染症対策にご協力いただいたことや、冬休み中を含め温

かい言葉で励まし支えてくださったことに感謝いたします。   

本校では、子供たちの自己肯定感を育てる取組のひとつとして書き初め展の表彰を行っています。

来週の全校朝会では各学年の金賞に選ばれた子供たちに賞状を渡します。 

また、銀賞は教室で担任から賞状を渡します。各学年の金賞、銀賞の児童を裏面 

に紹介しましたのでご覧ください。 

 


